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2021（令和3）年度定時総会報告
　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、コ
ロ
ナ
禍
の
渦
中
に
お
け
る
定
時
総
会
が
6
月
12
日
、

横
浜
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、提
案
さ
れ
た
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

様
子
を
報
告
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
専
務
理
事 

佐
藤
武
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、東
京
都
や
大
阪
府
を
は
じ

め
と
し
た
10
都
道
府
県
を
対
象
に
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い
る
な

か
、神
奈
川
大
学
で
は
4
月
26
日
以

降
、卒
研
等
の
理
工
系
学
部
の
専
門

教
育
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
授
業
が
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。宮
陵
会
本
部
は
5
月
21
日
の
理

事
会
で
、定
時
総
会
の
開
催
場
所
を
横
浜

市
内
の
ホ
テ
ル
に
変
更
す
る
こ
と
を
決

定
。総
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、昨
年
度

と
同
様
に
①
定
款
に
基
づ
き
社
員
全
員
の

出
席
を
求
め
ず
、委
任
状
ま
た
は
議
決
権

行
使
書
に
よ
る
②
出
席
者
は
役
員
中
心
に

近
隣
の
一
部
社
員
（
代
議
員
）の
み
③
議
案

へ
の
意
見
等
は
総
会
の
場
で
発
表
︱
と
し

ま
し
た
。

　
総
会
は
6
月
12
日
、横
浜
駅
西
口
の
ホ

テ
ル
横
浜
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
で
開

催
し
ま
し
た
。︿
内
訳
は
、
社
員
総
数

2
0
8
。本
人
出
席
28
、議
決
権
行
使
94
、

委
任
状
出
席
68
（
受
任
者
は
議
長
に
46
、

会
長
に
17
、代
議
員
個
人
に
5
）﹀専
務
理

事
萩
原
く
み
こ
氏
（
昭
59
法
）の
司
会
で
始

ま
っ
た
総
会
は
、20
年
度
総
会
以
降
に
逝

去
さ
れ
た
髙
瀬
親
史
氏（
昭
40
工
経
、茨
城
県

宮
陵
会
会
長
）、名
誉
役
員
の
渡
辺
徳
平
顧

問
（
昭
30
法
）の
ご
冥
福
を
祈
り
、全
員
で

黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　
続
い
て
校
歌
清
聴
の
の
ち
、久
保
清
治

会
長
（
昭
43
貿
・
50
経
博
）が
開
会
挨
拶
。定

款
第
16
条
に
基
づ
き
、総
会
議
長
に
本
会

副
会
長
三
宮
政
俊
氏
（
昭
51
法
・
53
法
修
）を

満
場
一
致
で
選
任
。司
会
者
か
ら
定
款
第

18
条
に
定
め
る
社
員
総
数
の
過
半
数
を
満

た
し
総
会
は
成
立
し
た
旨
の
報
告
が
あ

り
、議
長
が
議
事
録
署
名
人
に
社
員
の
堀

江
美
由
紀
氏（
昭
58
法
）と
柴
崎
孝
志
氏（
昭

62
経
）の
2
人
を
指
名
、審
議
に
入
り
ま
し

た
。

　
議
事
は
、本
会
専
務
理
事
の
久
米
信
行

氏
（
昭
49
経
）
が
①
報
告
事
項
と
し
て

2
0
2
0
年
度
の
事
業
報
告
に
続
き
、

2
0
2
1
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
②

決
議
事
項
と
し
て
第
1
号
議
案
の
「
20
年

度
決
算
承
認
の
件
」を
説
明
。監
事
の
三
縄

昭
男
氏
（
昭
43
貿
）が
監
査
報
告
を
行
っ
た

後
、質
疑
応
答
等
を
経
て
、原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
、本
会
専
務
理

事
の
佐
藤
武
氏
（
昭
56
経
）が
第
2
号
議
案

の
「
役
員
選
任
の
件
」を
説
明
。三
宮
議
長

が
定
款
第
19
条
第
3
項
の
規
定
に
よ
り
候

補
者
ご
と
に
決
議
を
行
い
、原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
、新
役
員
（
４
頁
に
記
載
）が

決
定
し
ま
し
た
。

　
社
員
天
野
和
彦
氏
（
昭
41
経
）並
び
に
社

員
庄
子
忠
宏
氏
（
昭
40
工
経
）か
ら
頂
い
た

意
見
等
は
、総
会
資
料
と
し
て
出
席
者
に

配
付
し
、本
会
専
務
理
事
佐
藤
武
氏
が
意

見
等
に
対
す
る
本
部
の
考
え
方
の
一
部
を

紹
介
し
ま
し
た
。財
政
状
況（
財
政
基
盤
の

確
立
・
収
入
増
の
具
体
策
の
進
捗
状
況
）

や
2
0
2
1
年
度
の
新
規
事
業
で
あ
る

「
生
活
苦
の
準
会
員
に
対
す
る
食
品
等
の

緊
急
支
援
」に
関
す
る
質
問
等
で
し
た
。

　
最
後
に
、司
会
が
「
2
0
2
1
年
度
表

彰
者
芳
名
」を
披
露
。本
年
度
に
表
彰
が
繰

り
延
べ
さ
れ
た
本
部
関
係
者
と
特
別
表
彰

者
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、今
回
も
学
校
法
人
神
奈
川
大
学

の
役
員
を
来
賓
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、本
年
4
月
発
行

の
「
宮
陵
会
誌
」第
70
号
の
兼
子
良
夫
理

事
長
・
学
長
の
挨
拶
等
で
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

本
人
出
席
28
、議
決
権
行
使
94
、委
任
状
出
席
68

議
案
は
原
案
通
り
承
認

マスク姿であいさつする久保清治会長

三宮政俊副会長が議長を務めた定時総会
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  題名「メタモルフォーゼ（変身）－安らぎ」 〈大きさF6号〉
　 前回の表 紙 絵シリーズの一群が思いがけず、「上 野の森 美 術
館展」において優秀賞を頂くことができ、感謝しております。この受
賞を励みに今後とも絵の道を進みたいと決意している次第です。

渡邊恵子（宮陵会理事1977 年法律卒）

表紙のことば

■ 訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。
2021（令和３）年２月15日
川﨑 太三郎 様（昭36法）前京滋宮陵会会長

 ◇ 会議予定　理事会
理事会　2021(令和３)年９月17日(金 )
 11月19日(金 )

 ◇ 夏季一斉休暇
2021(令和３)年８月11日(水 )～８月16日(月 )

 ◇ 地域組織 新代表者紹介
磯子区宮陵会 昭48貿 木村仁様
横浜北宮陵会 昭48貿 小林二三夫様
吹奏楽部OB会 昭60法 三橋英之様

※登録いただきました情報は、皆様の個人情報の重要性を深く認
識し個人情報保護方針に従い適正な保護管理に努めています。

宮 陵 会 事 務 局 か ら の お 知 ら せ

 ◇ 事務局よりのお願い
【会費納入について】
宮陵会の安定的な運営のため、会費の納入をお願い致します。
会費が未納の場合は、会員資格が「普通会員」となり、代議
員となる資格がなくなる場合があります。詳細につきましては、
同封の「会費納入要領」をご参照ください。

【住所等の変更について】
登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに変更があ
れば、ご連絡をお願い申し上げます。

①神奈川大学ホームページ
卒業生のひろば(https://alumni.kanagawa-u.ac.jp/) ⇒
卒業生情報登録・変更のご案内

②FAX 045-413-0791
③E-mail　kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp

　

コ
ロ
ナ
感
染
禍

の
も
と
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
順

調
に
進
行
し
て

い
る
と
こ
ろ
、会
員
の
皆
様
に
は
、お
変
わ
り

な
く
元
気
に
過
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。

　
大
学
の
方
は
、現
下
の
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
策

の
一
環
と
し
て
、一
時
キ
ャ
ン
パ
ス
を
閉
鎖
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
（
国

内
の
大
学
の
殆
ん
ど
全
て
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
）。こ
の

私
ど
も
が
経
験
し
た
こ
と
な
い
講
義
形
態
が

今
後
、一
体
ど
の
よ
う
な
人
材
を
輩
出
し
て
い

く
の
か
、懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。利
己
的

で
個
人
主
義
的
な
若
人
は
、社
会
組
織
や
集

団
生
活
に
軋
み
を
も
た
ら
す
故
に
。「
教
育
は

人
を
造
る
に
あ
り
」と
い
う
神
大
創
設
者
の
精

　
2
0
1
9（
令
和
元
）年
10
月
か
ら
、

神
奈
川
大
学
出
身
の
弁
護
士
、税
理

士
、社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
、相
続
、

交
通
事
故
、相
続
税
や
不
動
産
譲
渡

に
伴
う
所
得
税
、雇
用
や
労
務
管
理

な
ど
、幅
広
く
無
料
相
談
会
を
始
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、コ

ロ
ナ
禍
と
な
り
、翌
年
2
月
以
降
の
開

催
は
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。感
染
の

収
束
を
待
っ
て
再
開
し
ま
す
の
で
、皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、成
年
後
見
、家
族
信
託
、

神
は
今
後
も
尊
重
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、ご
承
知
の
と
お
り
、コ
ロ
ナ
感

染
禍
の
影
響
に
よ
り
、愛
し
い
後
輩
学
生
に

は
生
活
に
窮
し
て
い
る
者
が
多
々
い
る
の
で

は
な
い
か
、と
心
配
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
宮
陵

会
は
、緊
急
支
援
と
し
て
、食
品
の
無
料
配

布
を
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
予
定
で
す

（
好
評
の
場
合
は
第
二
、第
三
弾
の
継
続
実
施
）。ま

た
、と
く
に
地
方
出
身
の
「
ひ
と
り
暮
し
」

の
学
生
を
対
象
に
、ク
オ
・
カ
ー
ド
の
郵
送

配
布
を
各
宮
陵
会
の
地
域
組
織
の
協
力
を

得
て
実
施
し
た
い
と
、現
在
、本
部
役
員
内

で
検
討
中
で
す
。

　
と
も
か
く
、コ
ロ
ナ
感
染
禍
が
一
日
で
も

早
く
終
息
し
、宮
陵
会
々
員
の
皆
様
の
相
互

の
交
流
や
親
睦
が
早
急
に
再
開
で
き
ま
す
こ

と
、心
よ
り
お
祈
り
す
る
次
第
で
す
。

資
産
運
用
、事
業
譲
渡
、不
動
産
登

記
、建
築
な
ど
、広
く
会
員
の
ご
相
談

を
お
受
け
で
き
る
よ
う
専
門
職
の

方
々
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。司
法

書
士
、社
会
福
祉
士
、建
築
士
、行
政

書
士
な
ど
、年
1
回
ご
担
当
い
た
だ

け
る
会
員
は
、ぜ
ひ
事
務
局
に
お
申
し

出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。同
種
資
格
者
か
ら
3
名

以
上
の
お
申
し
出
を
い
た
だ
い
た
場

合
、ご
担
当
い
た
だ
け
る
回
数（
3
名
の

場
合
は
年
3
回
）の
相

談
会
を
開
催
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。会

員
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

専
門
職
相
談
会
の

拡
充
と
協
力
の
お
願
い

事
業
委
員
会
委
員
長（
副
会
長
）

三
宮
　
政
俊

■
功
績
表
彰
（
表
彰
規
程
第
２
条
第
１
号
該
当
）

　
▽
本
部
関
係
　
大
場
憲
治
（
昭
和
44
年
経
済
卒
、
元
会
長
、

副
会
長
、
専
務
理
事
、
理
事
）

■
功
労
表
彰
（
同
第
２
条
第
２
号
該
当
）

　
▽
本
部
関
係
　
古
川
勝
彦
（
昭
和
40
年
経
済
卒
、
元
副
会
長
、

理
事
）、
間
中
晟
（
昭
和
44
年
経
済
卒
、
元
副
会
長
、
理
事
、
広
報
委

員
長
）、
平
能
孝
一（
昭
和
48
年
貿
易
卒
、
元
副
会
長
、
専
務
理
事
、
準

会
員
委
員
長
、
組
織
委
員
長
、
事
業
委
員
長
）、
内
藤
正
久
（
昭
和
51

年
機
械
卒
、
元
理
事
、
広
報
委
員
長
）

　
▽
地
域
組
織
関
係
　
桑
本
昭
平
（
昭
和
46
年
機
械
卒
、
元
苫

小
牧
宮
陵
会
会
長
、
幹
事
長
）、
山
口
直
光
（
昭
和
39
年
機
械
卒
、
元

新
潟
県
宮
陵
会
会
長
、
副
会
長
）、
三
谷
洋
勝
（
昭
和
43
年
法
律
卒
、

元
香
川
県
宮
陵
会
会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
）

■
感
謝
表
彰
（
同
第
２
条
第
３
号
該
当
）

　
▽
本
部
関
係
　
栗
田
光
郎
（
昭
和
39
年
機
械
卒
、
元
理
事
）、

浅
野
博
之
（
昭
和
43
年
貿
易
卒
、
元
理
事
）、
中
野
健
一（
昭
和
45

年
経
済
卒
、
元
理
事
、
総
務
財
政
委
員
長
）、
多
湖
秀
明
（
昭
和
46
年

経
済
卒
、
元
理
事
）、
大
塚
順
子
（
昭
和
59
年
経
済
卒
、
元
理
事
、
婦

人
部
委
員
長
、
女
性
委
員
長
）、
村
川
浩
幸
（
昭
和
59
年
貿
易
卒
、
元

準
会
員
委
員
長
）

　
▽
地
域
組
織
関
係
　
竹
谷
健
一（
昭
和
41
年
貿
易
卒
、
元
宮

城
県
宮
陵
会
副
会
長
）、
畑
中
榮
（
昭
和
45
年
工
経
卒
、
元
宮
城
県
宮

陵
会
副
会
長
）、
森
川
知
治
（
昭
和
47
年
機
械
卒
、
元
和
歌
山
県
宮
陵

会
会
長
）、
長
田
實
（
昭
和
35
年
機
械
卒
、
元
磯
子
区
宮
陵
会
会
長
）、

粂
昭
（
故
人
、
昭
和
41
年
工
経
卒
、
元
磯
子
区
宮
陵
会
会
長
、
副
会
長
）、

大
蔵
博
（
昭
和
35
年
経
済
卒
、
元
硬
式
野
球
部
O
B
会
会
長
）、

渡
邊
修
三
（
昭
和
42
年
応
化
卒
、
元
ヨ
ッ
ト
部
O
B
会
会
長
）

■
特
別
表
彰
（
同
第
２
条
第
４
号
該
当
）

　
▽
大
野
実
（
昭
和
50
年
法
律
卒
、
全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連

合
会
会
長
）▽
水
泳
部（
第
96
回
日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
、

女
子
総
合
優
勝
）
▽
望
月
絹
子
（
人
間
科
学
３
年
、
第
96
回
日
本

学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
４
０
０ｍ
自
由
形
２
位
、
同
８
０
０ｍ
自
由

形
３
位
、
第
96
回
日
本
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
２
０
０ｍ
自
由
形
５
位
、

同
４
０
０
ｍ
自
由
形
優
勝
、
同
８
０
０
ｍ
自
由
形
優
勝
、
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー

プ
ン
２
０
２
０ 

２
０
０ｍ
自
由
形
５
位
、
同
４
０
０ｍ
自
由
形
２
位
、
同

８
０
０ｍ
自
由
形
２
位
）
▽
奈
須
川
良
太
（
国
経
４
年
、
２
０
１
９

年
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ 

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
87

㎏
級
優
勝
、
１９
年
明
治
杯
全
日
本
選
抜
選
手
権 

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ

イ
ル
87
㎏
級
３
位
、
19
年
ア
ジ
ア
・
ジ
ュニ
ア
選
手
権 

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

ス
タ
イ
ル
87
㎏
級
３
位
、
19
年
文
部
科
学
大
臣
杯
全
日
本
学
生
選
手
権 

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
87
㎏
級
優
勝
、
19
年
天
皇
杯
全
日
本
選
手
権 

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
87
㎏
級
５
位
）
▽
古
林
毬
菜
（
令
和
２
年

経
済
卒
、
第
95
回
日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会 

１
０
０ｍ
背
泳
ぎ

優
勝
、
同
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
２
位
、
第
９５
回
日
本
選
手
権
水
泳
競
技
大

会
50
ｍ
背
泳
ぎ
５
位
、
同
１
０
０ｍ
背
泳
ぎ
３
位
、
同
２
０
０ｍ
背
泳
ぎ

４
位
、
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
２
０
１
９ 

１
０
０ｍ
背
泳
ぎ
２
位
、
同
２
０

０ｍ
背
泳
ぎ
３
位
、
第
30
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会 

１
０
０ｍ
背

泳
ぎ
６
位
、
同
２
０
０ｍ
背
泳
ぎ
８
位
、
同
女
子
４
×
１
０
０ｍ
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
２
位
、
第
61
回
日
本
選
手
権
（
25
ｍ
）
水
泳
競
技
大
会 

１
０
０

ｍ
背
泳
ぎ
５
位
、
同
２
０
０ｍ
背
泳
ぎ
優
勝
）

表 彰 者 芳 名

会 長
久保  清治
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新
役
員
の
紹
介

専務理事
久米　信行
（昭49経）
総務財政委員会
委員長

理　事
渡邊　恵子
（昭52法）
交流企画委員会
委員長

理　事
能重　幸夫
（昭62経）

監　事
金子　浩也
（平17経博前）

専務理事
佐 藤　 武
（昭56経）

組織委員会委員長

理　事
内山　曜子
（昭53経）

理　事
指 籏　 博
（昭62応化）

監　事
横 山　 朗
（平18法務）

専務理事
萩原 くみこ
（昭59法）

理　事
庄子 さち子
（昭54法）

理　事
和知　親裕
（昭63貿）

会　長
久保　清治
（昭43貿）

理　事
藤井　俊二
（昭46法）

理　事
萩谷 恵里子
（昭56法）

理　事
赤井　昭二
（平6応化）

副会長
原　 柳 作
（昭46英）

広報委員会委員長

理　事
宮澤　俊次
（昭48経）

理　事
堀江 美由紀
（昭58法）

理　事
矢島　俊明
（平11国経）

副会長
三宮　政俊
（昭51法）

事業委員会委員長

理　事
石 渡　 卓
（昭51貿）

理　事
手 塚　 正
（昭60英）

監　事
三縄　昭男
（昭43貿）

任
期
は
2
0
2
1
(令
和
３
)年
６
月
12
日
か
ら

2
0
2
3
(令
和
５
︶年
定
時
総
会
終
結
ま
で
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2020年度 事業報告
■	2021・2022年度の代議員として209名が選任された。
■	会誌は正会員（62,214件）と4年次生（4,608件）へ、会報（夏・冬）
は住所判明者全員（約116,000件）にそれぞれ郵送した。

■	ブロック会はすべてのブロックが年度内の開催を見送り、地域組織の
総会は通常開催が3組織、書面決議やWEB・メール等による開催が
16組織のみであった。

■	宮陵会紹介動画 (約5分 )を製作し、宮陵会ホームページに掲出した。
■	給付奨学金として学部生4名及び大学院生13名に580万 5千円を給
付。「米田吉盛教育奨学金」募金に1,200万円、新型コロナ感染症拡
大に伴う学生への経済支援のために「神奈川大学学生緊急支援募金」
に1,000万円をそれぞれ寄付した。

■	豪雨等により罹災した地域組織（8組織）に義援金を贈呈した。

2021年度 事業計画
■	2021・2022年度の役員（理事20名・監事3名）選出の選挙。
■	新型コロナ禍における生活困窮の準会員（在学生）に対する緊急支援。
■	士業の無料相談会の開催と拡充、準会員をブロック会に派遣する事業
の検討。

■	ブロック会の効果的な運営・活用と全国地域組織代表者会議のあり方
の検討。

■	給付奨学金、教育振興基金等、寄付事業及び積立計画等の中期事業
計画策定。

貸借対照表
2021年 3月 31日現在� （単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ 資 産 の 部
１. 流 動 資 産

現 金 323,438 398,481 △ 75,043
普 通 預 金 39,244,150 31,219,353 8,024,797
振 替 貯 金 453,724 745,244 △ 291,520
定 期 預 金 212,000,000 232,000,000 △ 20,000,000
未 収 金 52,035 80,781 △ 28,746
貸 付 金 415,000 755,300 △ 340,300
貸 倒 引 当 金 △ 285,000 △ 280,500 △ 4,500

流 動 資 産 合 計 252,203,347 264,918,659 △ 12,715,312
２. 固 定 資 産
(1) 基 本 財 産
定 期 預 金 3,000,000 3,000,000 0
基 本 財 産 合 計 3,000,000 3,000,000 0

(2) 特 定 資 産
奨 学 基 金 積 立 資 産 10,000 10,000 0
神奈川大学創立 100 周年積立資産 41,000,000 21,000,000 20,000,000
退 職 給 付 引 当 預 金 3,263,113 2,563,090 700,023
特 定 資 産 合 計 44,273,113 23,573,090 20,700,023
固 定 資 産 合 計 47,273,113 26,573,090 20,700,023
資 産 合 計 299,476,460 291,491,749 7,984,711

Ⅱ 負 債 の 部
１. 流 動 負 債

未 払 金 774,435 478,772 295,663
前 受 会 費 21,000 21,000 0
預 り 金 124,294 181,344 △ 57,050
流 動 負 債 合 計 919,729 681,116 238,613

２. 固 定 負 債
退 職 給 付 引 当 金 3,263,113 2,563,090 700,023

固 定 負 債 合 計 3,263,113 2,563,090 700,023
負 債 合 計 4,182,842 3,244,206 938,636

Ⅲ 正 味 財 産 の 部
１. 指 定 正 味 財 産
指 定 正 味 財 産 合 計
(うち基本財産への充当額 )
( うち特定資産への充当額 )

２. 一 般 正 味 財 産 295,293,618 288,247,543 7,046,075
( うち基本財産への充当額 ) (3,000,000) (3,000,000) (0)
( うち特定資産への充当額 ) (41,010,000) (21,010,000) (20,000,000)
正 味 財 産 合 計 295,293,618 288,247,543 7,046,075
負債及び正味財産合計 299,476,460 291,491,749 7,984,711

正味財産増減計算書
2020年 4月 1日から 2021年 3月 31日まで� （単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1) 経 常 収 益
① 財 　 産　 運　 用　 益 2,261 562 1,699
基 本 財 産 受 取 利 息 (255) (255) (0)
特 定 資 産 受 取 利 息 (2,006) (307) (1,699)

② 受 　 取 　 会 　 費 118,740,000 113,802,000 4,938,000
正 会 員 会 費 (8,640,000) (7,262,000) (1,378,000)
準 会 員 会 費 (110,100,000) (106,540,000) (3,560,000)

③ 雑 　 　 収 　 　 益 867,862 731,132 136,730
受 取 利 息 (60,429) (63,599) ( △ 3,170)
雑 収 益 (807,433) (667,533) (139,900)

経 常 収 益 計 119,610,123 114,533,694 5,076,429
(2) 経 常 費 用
① 事 　 　 業 　 　 費
給 料 手 当 7,522,562 8,892,665 △ 1,370,103
退職給付引当金繰入額 350,012 11 350,001
福 利 厚 生 費 1,222,671 1,416,932 △ 194,261
会 � � � � 議 � � � � 費 35,000 177,476 △ 142,476
旅 費 交 通 費 80,076 2,262,377 △ 2,182,301
通 信 運 搬 費 28,735,751 29,269,564 △ 533,813
消 耗 品 費 972,725 1,479,819 △ 507,094
印 刷 製 本 費 8,500,673 7,985,539 515,134
慶 弔 交 際 費 60,000 1,910,000 △ 1,850,000
賃 借 料 226,020 225,438 582
諸 謝 金 0 378,658 △ 378,658
支 払 負 担 金 3,000,000 300,000 2,700,000
支 払 助 成 金 2,303,371 11,355,699 △ 9,052,328
支 払 寄 付 金 33,195,000 22,235,000 10,960,000
給 付 奨 学 金 8,805,000 12,765,000 △ 3,960,000
委 託 費 950,685 1,204,475 △ 253,790
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 14,500 0 14,500
雑 費 2,400 42,000 △ 39,600
事 業 費 計 95,976,446 101,900,653 △ 5,924,207

② 管 　 　 理 　 　 費
給 料 手 当 7,522,561 8,892,665 △ 1,370,104
派 遣 事 務 費 2,362,480 0 2,362,480
臨 時 雇 用 賃 金 0 278,148 △ 278,148
退職給付引当金繰入額 350,011 11 350,000
福 利 厚 生 費 1,222,671 1,416,931 △ 194,260
会 � � � � 議 � � � � 費 715,654 1,183,361 △ 467,707
旅 費 交 通 費 717,772 3,709,778 △ 2,992,006
通 信 運 搬 費 499,739 788,220 △ 288,481
消 耗 什 器 備 品 費 0 0 0
消 耗 品 費 265,325 674,352 △ 409,027
印 刷 製 本 費 472,211 1,360,901 △ 888,690
慶 弔 交 際 費 614,500 1,232,272 △ 617,772
賃 借 料 226,020 225,438 582
保 険 料 409,640 350,020 59,620
委 託 費 1,096,700 966,900 129,800
雑 費 112,318 246,168 △ 133,850
管 理 費 計 16,587,602 21,325,165 △ 4,737,563

経 常 費 用 計 112,564,048 123,225,818 △ 10,661,770
当 期 経 常 増 減 額 7,046,075 △ 8,692,124 15,738,199

2.　経常外増減の部
(1) 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計
(2) 経 常 外 費 用
80 周 年 記 念 事 業 費 0 2,278,320 △ 2,278,320
移 転 費 0 875,760 △ 875,760
経 常 外 費 用 計 0 3,154,080 △ 3,154,080
当 期 経 常 外 増 減 額 0 △ 3,154,080 3,154,080
当期一般正味財産増減額 7,046,075 △ 11,846,204 18,892,279
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 288,247,543 300,093,747 △ 11,846,204
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 295,293,618 288,247,543 7,046,075

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 295,293,618 288,247,543 7,046,075

正味財産増減予算書
2021年 4月 1日から 2022年 3月 31日まで� （単位：円）

科 目 予 算 額 備 考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
(1) 経 常 収 益
① 財　 産　 運　 用　 益 2,000
基 本 財 産 受 取 利 息 (1,000)
特 定 資 産 受 取 利 息 (1,000)

② 受 　 取 　 会 　 費 113,080,000
正 会 員 会 費 (6,030,000)
準 会 員 会 費 (107,050,000)

③ 雑 　 　 収 　 　 益 340,000
受 取 利 息 (40,000)
雑 収 益 (300,000)

経 常 収 益 計 113,422,000
(2) 経 常 費 用
① 事 　 　 業 　 　 費
給 料 手 当 8,870,000
福 利 厚 生 費 1,550,000
会 � � � � 議 � � � � 費 654,000
旅 費 交 通 費 3,872,000
通 信 運 搬 費 38,300,000
消 耗 品 費 12,527,000
印 刷 製 本 費 9,090,000
慶 弔 交 際 費 2,200,000
賃 借 料 246,000
諸 謝 金 484,000
支 払 負 担 金 6,200,000
支 払 助 成 金 13,305,000
支 払 寄 付 金 12,000,000
給 付 奨 学 金 8,000,000
委 � � 託 � 費 2,850,000
雑 費 85,000
事 業 費 計 120,233,000

② 管 　 　 理 　 　 費
給 料 手 当 8,870,000
派 遣 事 務 費 300,000
臨 時 雇 用 賃 金 200,000
福 利 厚 生 費 1,550,000
会 � � � � 議 � � � � 費 2,830,000
旅 費 交 通 費 4,800,000
通 信 運 搬 費 875,000
消 耗 什 器 備 品 費 200,000
消 耗 品 費 1,270,000
印 刷 製 本 費 1,290,000
慶 弔 交 際 費 1,600,000
賃 借 料 246,000
保 険 料 420,000
支 払 寄 付 金 1,500,000
委 託 費 1,715,000
雑 費 400,000
管 理 費 計 28,066,000

経 常 費 用 計 148,299,000
当 期 経 常 増 減 額 △ 34,877,000

2.　経常外増減の部
(1) 経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計
(2) 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計
当 期 経 常 外 増 減 額 0
当期一般正味財産増減額 △ 34,877,000
一般正味財産期首残高 295,293,618
一般正味財産期末残高 260,416,618

Ⅱ　指定正味財産増減の部
① 受　 取　 寄　 付　 金
受 取 寄 付 金
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 260,416,618
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祝

日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、故
郷

福
島
は
地
震
、津
波
、原
発
、そ

し
て
風
評
被
害
と
未
曾
有
の
被

害
を
受
け
ま
す
。故
郷
の
悲
惨

な
姿
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
私

は
、海
外
に
い
る
自
分
に
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
自
問
自

答
を
繰
り
返
し
た
挙
句
、隠
居

生
活
を
返
上
、福
島
県
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
始
め

「
風
評
被
害
の
払
拭
」に
奔
走
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
2
0
1
2
（
平
成
24
）年
、福

島
民
報
新
聞
と
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン

&
チ
ェ
ル
シ
ー
王
立
区
の
支
援

を
受
け
、英
国
民
が
福
島
を
支

援
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
福

島
庭
園
」を
ロ
ン
ド
ン
市
内
に

造
設
し
ま
し
た
。ま
た
一
昨
年

に
は
福
島
県
本
宮
市
に
英
国
庭

園
を
造
設
し
、両
庭
園
の
締
結

を
実
現
。昨
年
に
は
政
界
で
活

躍
さ
れ
た
英
国
人
と
共
に
本
宮

市
か
ら
交
流
親
善
大
使
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。2
0
1
4
（
平
成

26
）年
に
は
復
興
に
取
り
組
む

福
島
の
姿
を
英
国
民
に
発
信
す

る
こ
と
を
目
的
に
、英
国
国
会

議
事
堂
・
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
宮
殿
で
「
起
き
上
が
り
こ

ぼ
し
展
」を
開
催
し
、話
題
と
な

り
ま
し
た
。英
国
関
連
以
外
の

イ
ベ
ン
ト
で
宮
殿
が
使
用
さ
れ

る
の
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
、

そ
の
こ
と
で
も
大
き
な
話
題
を

呼
び
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を

迎
え
る
来
年
3
月
に
向
け
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
お
り
ま
し
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
断
念
。現

在
、バ
ー
チ
ャ
ル
で
の
開
催
に

向
け
日
夜
奮
闘
し
て
お
り
ま

す
。

み
つ
や
ま
・
よ
し
お

◎
会
長　
1
9
7
0（
昭
和
45
）年 

貿
易
卒

2
0
1
9
年
6
月
福
島
県
本
宮
市
に
あ
る

英
国
庭
園
に
て
交
流
親
善
大
使
任
命
式（
右

端
が
筆
者
）

2014年7月英国国会議事堂・ウェストミンスター宮殿
で「 起き上がりこぼし展 」開催当日ロード・ハウエル
上院議員と国会議事堂前で取材を受ける

24
歳
で
英
国
に

移
住
を
決
断

ロ
ン
ド
ン
宮
陵
会

満
山
　
喜
郎（
73
歳
）

　「
♪
世
界
は
呼
ぶ
　
世
界
は

呼
ぶ
　
わ
れ
ら
神
奈
川
大
学

♪
」の
校
歌
に
あ
こ
が
れ
、海
外

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
夢
見
て
い
た

私
は
、貿
易
科
で
中
村
邦
詮
ゼ

ミ
を
選
択
し
勉
強
に
没
頭
し
ま

し
た
。卒
業
後
、メ
ー
カ
ー
の
輸

出
部
で
働
き
ま
し
た
が
、海
外

派
遣
に
は
社
内
で
三
年
の
修
行

が
条
件
と
い
う
こ
と
な
の
で
一

年
半
で
退
職
。24
歳
の
時
、ま
っ

た
く
身
寄
り
の
な
い
英
国
へ
の

移
住
を
決
断
し
ま
し
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
で
は
語
学
学
校
に

通
い
な
が
ら
、日
系
の
お
土
産

店
の
仕
事
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。そ
の
後
、ユ
ダ
ヤ
人
経

営
の
お
土
産
店
に
ヘ
ッ
ド
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
、そ
し
て
取
締

役
へ
と
昇
格
し
10
年
間
勤
め
た

こ
ろ
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
脱

す
る
べ
く
退
職
、独
立
を
果
た

し
ま
し
た
。84
年
の
独
立
後
、英

国
を
皮
切
り
に
ス
イ
ス
や
ド
イ

ツ
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
合
計
10

店
舗
の
お
土
産
店
を
展
開
し
て

お
り
ま
し
た
。が
、バ
ブ
ル
崩
壊

の
煽
り
を
受
け
、危
険
を
察
知
、

早
々
と
撤
退
を
決
意
。最
終
的

に
当
時
の
西
武
グ
ル
ー
プ
の
堤

裕
二
氏
と
英
国
の
投
資
会
社
に

会
社
を
売
却
し
50
歳
で
お
土
産

店
経
営
か
ら
足
を
洗
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、教
育
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
を
立
ち
上
げ
、日
本

か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
を
65
歳
ま
で
続
け
た

後
、社
員
に
株
式
を
す
べ
て
無

償
で
譲
り
渡
し
現
役
を
引
退
。

よ
う
や
く
自
由
の
身
に
な
れ
た

私
は
、大
好
き
な
ゴ
ル
フ
と
旅

行
を
し
な
が
ら
の
ん
び
り
暮
ら

そ
う
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、東

福
島
民
報
２
０
２
１
年
４
月
29
日
付
朝
刊
記
事

﹁
ふ
く
し
ま
・フ
ー
ド
・プ
ラ
イ
ド
・イ
ン
・ロ
ン
ド
ン
﹂

開
催
時
、政
府
や
団
体
関
係
者
２
０
０
人
以
上
の

前
で
、会
長
あ
い
さ
つ
と
食
の
安
全
を
訴
え
た

（
２
０
１
８
年
３
月
22
日
、在
英
日
本
大
使
館
）

（
宮
陵
会
報
111
号
よ
り
）

2
0
2
1
年  

春
の
叙
勲（
在
外
邦
人
）

　
　
　
旭
日
単
光
章
受
章

　
　
　
満
山
喜
郎
さ
ん



祝

2
0
2
1
年  

春
の
叙
勲（
在
外
邦
人
）

　
瑞
宝
双
光
章
受
章

　
石
井
清
史
さ
ん
（
在
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
）

　
私
は
本
年
４
月
の
瑞
宝
双
光
章
受
章
を

機
に
、伝
統
あ
る
本
会
報
に
寄
稿
し
ま
す
。

丘
の
上
の
母
校
、日
常
的
に
眺
め
た
海
と
正

門
上
に
仰
い
だ
空
と
雲
を
思
い
出
す
。西
語

学
科
二
期
の
私
は
会
田
、岡
田
、ホ
セ
・
マ

タ
、鼓
、桑
名
他
の
錚
錚
た
る
各
教
授
陣
の

薫
陶
を
受
け
た
。
在
学
中
に
所
属
し
た
西

語
研
究
部
、多
士
多
才
な
友
の
顔
を
回
顧

し
て
い
る
。

　
卒
業
後
は
株
式
会
社
松
下
電
機
産
業
に

職
を
得
て
、回
路
部
品
事
業
本
部
に
て
カ
タ

ロ
グ
や
西
語
版
映
画
を
製
作
し
た
り
し
た

が
、西
語
習
得
の
夢
捨
て
き
れ
ず
３
年
弱
で

自
主
退
職
し
、在
グ
ア
テ
マ
ラ
日
本
大
使
館

職
員
と
し
て
働
く
傍
ら
、文
科
系
は
夜
が
正

規
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
文
学
哲
学
科
に
通
学

し
、現
地
の
学
生
と
全
く
同
じ
課
程
を
履
修

し
た
。安
下
宿
屋
を
転
々
と
す
る
貧
困
時
代

だ
っ
た
が
、夜
空
を
見
上
げ
て
信
念
を
堅
持

し
、無
限
の
可
能
性
に
夢
を
託
し
て
い
た
。

　
卒
業
後
は
外
務
省
に
入
り
、一
貫
し
て
中

南
米
諸
国
６
カ
国
に
８
回
在
勤
し
、代
理
大

使
及
び
参
事
官
他
の
諸
任
務
を
全
う
し

た
。在
ペ
ル
ー
日
本
大
使
館
員
全
員
が
人
質

と
な
っ
た
時
に
は
領
事
と
し
て
勤
務
す
る

等
、中
南
米
カ
リ
ブ
諸
国
へ
の
出
張
は
無
数

で
あ
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
第
一
は
広
報
文
化

担
当
領
事
で
あ
っ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
、日
伯
修

好
百
周
年
の
1
9
9
5
年
を
機
に
、ブ
ラ
ジ

ル
最
大
の
日
伯
修
好
百
周
年
記
念
事
業
実

施
・
日
系
協
力
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、私

は
事
務
局
長
を
拝
命
し
、運
営
資
金
２
百

万
ド
ル
を
調
達
し
、２
年
半
余
の
間
、１
０
０

余
に
及
ぶ
誠
に
多
様
な
記
念
事
業
を
実

施
・
調
整
し
、95
年
11
月
に
は
清
子
内
親
王

殿
下
を
お
迎
え
し
た
。

　
第
二
に
、次
の
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
は
経
済

技
術
協
力
を
担
当
し
、３
年
間
の
在
勤
中
、

ト
ッ
プ
ド
ナ
ー
と
し
て
中
米
の
小
国
と
し
て

は
空
前
絶
後
の
約
3
0
0
億
円
の
多
様
な

協
力
を
実
施
で
き
た
。離
任
前
、経
済
開
発

に
顕
著
に
貢
献
し
た
功
績
と
し
て
、同
政
府

よ
り
ホ
セ
・
マ
テ
ィ
ア
ス
・
デ
ル
ガ
ド
勲
章

コ
メ
ン
ダ
ド
ル
章
を
受
章
し
た
。

　
第
三
に
、次
の
グ
ア
テ
マ
ラ
で
は
30
年
余

の
内
戦
終
結
条
件
で
あ
る
日
米
独
西
他
の

主
要
国
大
使
と
大
統
領
・
主
要
閣
僚
と
の

「
和
平
対
話
」に
参
加
し
た
。日
本
は
グ
ア

テ
マ
ラ
で
も
ト
ッ
プ
ド
ナ
ー
で
あ
り
、外
務

大
臣
及
び
農
牧
大
臣
他
が
私
に
直
接
電
話

し
て
き
て
い
た
（
離
任
時
に
は
大
統
領
夫
妻
が

官
邸
で
送
別
昼
食
会
を
設
宴
）。

　
第
四
に
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
（
以
下
リ

オ
）
で
は
2
0
0
8
年
は
日
本
人
移
住

1
1
0
周
年
で
あ
り
、今
上
陛
下（
当
時
皇

太
子
殿
下
）の
ブ
ラ
ジ
ル
公
式
訪
問
の
最
後

に
、か
つ
て
の
首
都
で
世
界
的
に
著
名
な
文

化
芸
術
都
市
リ
オ
へ
の
御
訪
問
を
得
た
。皇

太
子
を
お
迎
え
し
た
イ
ベ
ン
ト
数
件
の
大
部

分
は
私
が
ア
レ
ン
ジ
し
た
。サ
ッ
カ
ー
日
本

監
督
で
あ
っ
た
ジ
ー
コ
氏
他
の
著
名
人
と
の

懇
親
会
、市
立
劇
場（
事
実
上
の
国
立
劇
場
）で

の
大
音
楽
会
、殿
下
が
小
休
止
に
ホ
テ
ル
に

戻
ら
れ
た
際
に
私
一
人
で
御
部
屋
の
バ
ル
コ

ニ
ー
に
て
入
り
コ
パ
カ
バ
ー
ナ
海
岸
等
の
御

説
明
、公
式
晩
餐
会
の
直
前
に
殿
下
の
為
に

私
の
ア
レ
ン
ジ
と
司
会
に
よ
り
リ
オ
独
自
の

音
楽
で
あ
る
シ
ョ
ー
ロ
の
演
奏
会
、等
々
を

実
施
で
き
た
。
右
公
式
晩
餐
会
前
の
館
員

紹
介
で
は
殿
下
は
私
唯
一
人
に
御
下
問
あ

り
、私
は
「
日
本
語
普
及
」に
つ
い
て
御
説

明
し
た
。当
時
は
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

で
あ
り
、多
々
の
プ
レ
ス
工
作
や
文
化
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、主
要

大
学
や
ブ
ラ
ジ
ル
文
学
ア
カ
デ
ミ
ー
他
で

36
回
の
講
演
会
を
実
施
し
た
。
残
念
な
が

ら
他
の
無
数
の
経
験
は
割
愛
す
る
。

　
母
校
の
後
輩
諸
氏
に
は
、人
間
存
在
の
本

質
で
あ
る
無
限
の
意
思
、気
力
・
気
迫
、胆

力
、自
由
・
創
造
性
・
独
創
性
を
持
続
頂
き

た
い
と
願
う
。在
学
中
は
京
都
学
派
哲
学
の

草
薙
正
夫
及
び
信
太
正
三
両
先
生
の
講
義

を
受
講
し
、右
の
ご
と
き
実
存
主
義
の
思
考

と
禅
仏
教
の
思
想
が
頭
脳
に
刷
り
込
ま
れ

て
い
る
と
、我
が
人
生
を
回
顧
し
て
い
る
。

常
に
前
を
観
る
積
極
進
取
、校
歌
に
あ
る

「
空
あ
お
く 

涯
て
な
く
あ
お
く
…
、世
界

は
呼
ぶ
…
」の
精
神
で
私
は
生
き
て
き
た
と

確
信
し
て
い
る
。
退
職
後
既
に
満
10
年
、妻

の
母
国
・
中
米
の
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
居
住

し
、文
字
通
り
の
晴
耕
雨
読
の
日
々
で
す
。

有
難
い
の
は
常
に
何
事
か
へ
の
関
心
が
母
校

卒
業
以
降
も
継
続
で
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

無
限
の
知
識
欲
と
読
書
が
好
き
で
あ
る
事

を
感
謝
す
る
日
々
で
す
。

　
多
才
で
柔
軟
で
強
固
な
意
思
と
精
神
力

の
あ
る
先
輩
諸
兄
、
後
輩
諸
氏
、
友
よ
、

母
校
神
奈
川
大
学
に
栄
光
あ
れ

！！！

い
し
い
・
き
よ
し

◎
1
9
7
1（
昭
和
46
）年
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
卒
業
、

　

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
在
住
、元
ボ
リ
ビ
ア
日
本
大
使
館

　

参
事
官
・領
事

我

が

人

生

1

4

2

5

3

写真　1ジーコ監督との写真　2リオ離 任レ
セプション：親交のあったブラジル文学アカデ
ミー総 裁、カトリック大学長、及び総領事と石井　
3ボリビア· サンタクルス離任時、空港でのＴV
インタビュー（ 約15 分、市民への謝 意と激 励 ）　
4ボリビア· サンタクルス：ナショナルデー（ 天
皇誕 生日祝賀 ）レセプションを主催、石井夫妻　
5世界的建築家オスカル· ニーマイヤー氏を職
務で先方事務所に訪問（ 同氏は当時93 歳 ）
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未
だ
コ
ロ
ナ
感
染
収
束
の
見
通
し
が
立
ち
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
明
る
い
話
題
を
と
考
え
、『
宮
陵
』（
第
70
号
）に
引
き
続
き
地
域
組
織

か
ら
の
魅
力
あ
る
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
組
織
の
魅
力
紹
介

宮
面
寮
の
仲
間
と

旧
交
を
楽
し
む

長
崎
宮
陵
会
　
高
名
　
洽（
78
歳
）

　

新
年
度
も
２
カ
月
が
過
ぎ
、大
学
に

入
学
し
た
学
生
諸
君
も
よ
う
や
く
右
左

が
見
え
て
く
る
頃
で
す
。

　
私
た
ち
1
9
6
２
（
昭
和
37
）年
度

入
学
組
の
中
に
、神
大
宮
面
寮
に
入
寮

し
た
人
た
ち
が
３
０
０
人
く
ら
い
い
ま

し
た
。今
、昭
和
37
年
6
月
寮
生
の
集
合

写
真
を
見
な
が
ら
、こ
の
文
を
書
い
て

お
り
ま
す
。私
た
ち
A
寮
２
F
の
学
友

は
51
人
数
え
ら
れ
ま
す
。た
っ
た
１
年

間
の
付
き
合
い
で
し
た
が
濃
密
な
１
年

で
し
た
。朝
起
き
た
ら
食
堂
で
朝
食
、み

そ
汁
の
具
は
も
や
し
が
４
～
５
本
浮
い

て
い
る
状
態
。寮
の
す
ぐ
下
が
大
学
で

し
た
の
で
、夫
々
歩
い
た
り
走
っ
た
り

し
て
授
業
を
受
け
に
通
っ
た
毎
日
で
し

た
。夕
飯
を
す
ま
す
と
大
浴
場
で
風
呂

に
入
り
、そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
部
屋
で
仲

間
と
語
り
合
い
、楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。部
屋
は
２
人
部
屋
で
、２
段

ベ
ッ
ト
が
付
い
て
お
り
ま
し
た
。暖
房

も
な
し
、廊
下
中
央
の
電
熱
コ
ン
ロ
で

お
湯
を
沸
か
し
、部
屋
の
中
で
お
茶
を

飲
ん
だ
り
、当
時
流
行
っ
て
い
た
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
啜
っ
た
り
、今

思
え
ば
初
め
て
会
っ
た
仲
間
た
ち
と
の

交
流
の
始
ま
り
で
し
た
。

　
月
日
は
過
ぎ
1
9
9
4
（
平
成
６
）

年
１
月
、大
学
の
職
員
で
し
た
K
先
輩

よ
り
寮
会
を
や
ら
な
い
か
と
お
誘
い
が

あ
り
、箱
根
保
養
所
で
第
１
回
目
の
宮

面
会
に
参
加
し
ま
し
た
。14
人
が
卒
業

以
来
28
年
ぶ
り
に
会
し
、旧
交
を
温
め

合
い
ま
し
た
。そ
の
後
し
ば
ら
く
中
断

し
て
お
り
ま
し
た
が
、2
0
1
3
（
平
成

25
）年
に
金
沢
で
10
人
が
再
会
。「
１
～

２
年
に
１
回
、幹
事
を
決
め
て
会
お
う
」

と
約
束
し
、平
成
27
年
２
月
播
州
姫
路

で
18
人
、翌
平
成
28
年
４
月
江
の
島
で

19
人
、平
成
29
年
長
崎
に
15
人
、平
成
30

年
熱
海
に
18
人
参
加
と
、こ
の
数
年
、旅

と
旧
交
の
集
い
を
楽
し
ん
で
参
り
ま
し

た
。2
0
1
9
（
令
和
元
）年
は
大
学
本

館
に
集
ま
り
、久
し
ぶ
り
に
宮
面
寮
の

跡
を
訪
れ
、箱
根
保
養
所
に
行
く
予
定

で
し
た
が
、台
風
で
中
止
。去
年
、今
年

と
コ
ロ
ナ
で
計
画
は
立
た
ず
、来
年
こ

そ
は
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見

学
し
、箱
根
に
行
こ
う
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。現
在
29
人
の
寮
生
と
連
絡
が
取

れ
る
状
況
で
、も
う
し
ば
ら
く
楽
し
み

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
か
な
・こ
う

◎
会
長　

1
9
6
6（
昭
和
41
）年 

貿
易
卒

新
た
な
感
動

奈
良
県
宮
陵
会
　
山
本
　
義
弘（
79
歳
）

　
趣
味
は
、人
間
と
し
て
の
幅
を
広
げ

人
生
に
厚
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

私
の
趣
味
は
47
年
間
続
け
て
い
る
地
域

仲
間
と
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。

　
1
9
7
4
（
昭
和
49
）年
当
時
、わ
が

大
和
郡
山
市
で
は
健
康
増
進
と
自
治
意

識
向
上
を
目
的
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
取
り
組
み
、
そ
の
一
つ
が
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
。今
も
続
い
て
い
る
が
、少

前列左端が筆者
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子
高
齢
化
の
影
響
下
で
参
加
チ
ー
ム
は

大
幅
に
減
少
。
わ
が
チ
ー
ム
も
メ
ン

バ
ー
の
高
齢
化
、加
え
て
昨
年
か
ら
の

コ
ロ
ナ
禍
で
試
合
も
で
き
ず
に
自
然
消

滅
。後
継
者
作
り
の
大
切
さ
を
痛
感
。

　
趣
味
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
「
ソ

フ
ト
後
に
な
に
か
」と
考
え
て
い
た
72

歳
の
こ
ろ
に
、歌
舞
伎
役
者
、十
八
世
・

中
村
勘
三
郎
、十
二
世
・
市
川
團
十
郎
が

若
く
し
て
相
次
い
で
亡
く
な
り
、連
日

テ
レ
ビ
で
追
悼
番
組
が
放
映
さ
れ
た
。

こ
れ
が
結
構
面
白
い
。特
に
金
毘
羅
宮

門
前
町
に
あ
る
現
存
す
る
日
本
最
古
の

芝
居
小
屋
、金
丸
座
で
の
上
演
。鼠
木
戸

や
明
か
り
窓
、人
力
に
よ
る
廻
り
舞
台
、

升
席
な
ど
昔
な
が
ら
の
芝
居
小
屋
の
雰

囲
気
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
て
、江

戸
時
代
さ
な
が
ら
の
風
情
に
あ
ふ
れ
て

い
る
。観
客
と
役
者
が
一
体
と
な
っ
た

あ
の
臨
場
感
、あ
ふ
れ
る
迫
力
満
点
の

舞
台
、こ
れ
は
一
度
観
て
み
た
い
。

　
金
丸
座
初
日
公
演
。出
演
は
四
世
・
市

川
猿
之
助
。演
目
は
「
義
経
千
本
桜
」。

主
役
は
、な
ぜ
か
義
経
で
は
な
く
家
来
の

佐
藤
忠
信
。そ
れ
も
忠
信
に
化
け
た
狐

が
主
役
？
物
語
は
義
経
が
兄
頼
朝
に
追

わ
れ
、吉
野
山
ま
で
逃
げ

る
道
中
、佐
藤
忠
信
に
化

け
た
白
狐
（
狐
忠
信
）
が

静
御
前
を
守
り
通
し
た
。

義
経
は
そ
の
狐
の
忠
義
に

感
服
し
た
。狐
の
意
中
の

も
の
は
、親
の
皮
で
で
き

た
静
御
前
の
持
つ
「
初
音

の
鼓
」で
あ
っ
た
。そ
れ
を

知
っ
た
義
経
は
、自
分
の

名
を
与
え
て
「
源
九
郎
」

と
名
乗
る
こ
と
を
許
し
、

こ
の
鼓
を
与
え
た
。

　
狐
忠
信
は
狐
を
表
現
す

る
衣
装
へ
の
鮮
や
か
な
早

変
わ
り
。欄
干
渡
り
や
欄
間

抜
け
な
ど
の
躍
動
的
な
動

き
、終
盤
の
「
宙
乗
り
」で

最
高
潮
。初
の
観
劇
で
は

あ
っ
た
が
「
新
た
な
感
動
」

を
覚
え
た
。

　
わ
が
大
和
郡
山
市
に
は
「
源
九
郎
さ

ん
」の
呼
び
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
源

九
郎
稲
荷
神
社
が
あ
り
、さ
っ
そ
く
参

拝
し
、白
狐
伝
説
に
触
れ
る
こ
と
と
し

た
。コ
ロ
ナ
収
束
後
は
、農
村
歌
舞
伎
に

も
出
か
け
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

︻
源
九
郎
稲
荷
神
社
︼　

大
和
郡
山
市
に
鎮
座

す
る
源
九
郎
狐
や
綿
帽
子
を
買
っ
た
狐
伝
説

で
有
名
︒童
謡
﹁
や
ま
と
の
源
九
郎
さ
ん
﹂に

歌
わ
れ
て
い
る
場
所
で
、地
元
で
は
﹁
源
九

郎
さ
ん
﹂の
呼
び
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
︒本

殿
に
﹁
白
狐
源
九
郎
﹂が
祀
ら
れ
て
い
る
︒小

さ
な
稲
荷
で
あ
る
が
、日
本
三
社
稲
荷
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
、五
穀
豊
穣
、商
売
繁
盛
の
御
利

益
が
あ
る
と
伝
わ
る
︒

や
ま
も
と
・よ
し
ひ
ろ

◎
会
長　

1
9
6
4（
昭
和
39
）年 

法
律
卒

藍
の
ふ
る
里 

徳
島

徳
島
県
宮
陵
会
　
島
田
　
武
仁（
74
歳
）

　
四
国
の
南
東
部
に
位
置
し
て
い
る

徳
島
は
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、お
い

し
い
農
産
物
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど

あ
り
ま
す
。一
世
を
風
靡
し
た
鳴
門
金

時（
さ
つ
ま
い
も
）、す
だ
ち
（
か
ん
き
つ
類
）

は
そ
の
代
表
で
す
。

　
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
と
し
て
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
公

式
エ
ン
ブ
レ
ム
に
採
用
さ
れ
た
「
藍
」

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
藍
の
乾
燥
葉
を
発
酵
さ
せ
て
作
る

天
然
藍
染
料
を
「
す
く
も
」と
呼
び
ま

す
が
、そ
れ
が
「
阿
波
藍
」で
あ
り
ま

す
。阿
波
藍
は
、平
安
時
代
よ
り
生
産

大和郡山市の「源九郎稲荷神社」
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さ
れ
て
い
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、江

戸
時
代
に
は
全
国
各
地
で
作
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
青

天
を
衝
け
」の
主
人
公
・
渋
沢
栄
一
は
、

一
橋
家
の
家
臣
に
な
る
ま
で
は
今
の
埼

玉
県
深
谷
市
で
藍
の
生
産
、販
売
に
携

わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
現
在
国
内
生
産
の
60
㌫
は
徳
島
産
で

す
。阿
波
藍
の
魅
力
は
色
そ
の
も
の
に
あ

り
ま
す
。勝
利
に
つ
な
が
る
呼
び
名
で
縁

起
の
良
さ
か
ら
、武
士
が
着
用
し
た
と
も

言
わ
れ
る
勝か

ち
い
ろ色

は
そ
の
代
表
で
す
。薄
い

藍
色
か
ら
濃
い
藍
色
ま
で
藍
の
多
様
は

色
彩
美
が
作
り
だ
さ
れ
ま
す
。ま
た
最
近

は
食
用
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
藍
茶
」「
藍
そ
う
め
ん
」「
藍
入
り
ク
ロ

ワ
ッ
サ
ン
」「
藍
入
り
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
」「
藍

入
り
パ
イ
」「
藍
入
り
う
い
ろ
う
」等
々
。

　
徳
島
県
内
に
は
藍
染
め
体
験
が
で
き

る
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。1
9
7
0

（
昭
和
45
）年
経
済
卒
の
松
田
卓
男
氏
が

町
長
を
務
め
る
上
坂
町
で
は
、町
立
「
技

の
館
」で
各
種
技
法
を
使
っ
た
藍
染
め

が
体
験
で
き
ま
す
。時
間
は
30
分
か
ら

1
時
間
と
の
こ
と
で
す
。ま
た
、藍
の
効

用
は
消
臭
、抗
菌
作
用
も
あ
る
の
で
、商

品
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。幅

広
い
可
能
性
の
あ
る
藍
が
世
界
で
活
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、す
ば
ら
し
い

事
だ
と
思
い
ま
す
。

し
ま
だ
・
た
け
ひ
と

◎
会
長　

1
9
7
0（
昭
和
45
）年 

法
律
卒

「
江
の
島
」っ
て
何
市
？

藤
沢
宮
陵
会
　
指
簱
　
博（
57
歳
）

　「
江
の
島
」は
神
大
の
卒
業
生
で
あ
れ
ば

皆
さ
ん
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

江
の
島
は
何
市
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。江

の
島
は
、実
は
藤
沢
市
な
の
で
す
。テ
レ
ビ

や
雑
誌
で
は
、鎌
倉
と
一
緒
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
た

め
、鎌
倉
市
だ
と
思
っ
て
い
る
人

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今
回
は
、そ
の
江
の
島
が
あ
る

藤
沢
市
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
藤
沢
市
は
、湘
南
の
中
核
都
市

と
し
て
約
44
万
人
の
人
口
を
抱

え
、江
の
島
を
始
め
と
し
た
海
岸

部
は
、全
国
有
数
の
観
光
地
で

す
。夏
の
海
水
浴
場
来
場
者
数
は

全
国
ト
ッ
プ
で
、冬
に
実
施
さ
れ

る
江
の
島
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
、「
湘
南
の
宝
石
～
江
の
島

を
彩
る
光
と
色
の
祭
典
～
」と
称

し
、関
東
三
大
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。つ
る

の
剛
士
さ
ん
が
ふ
じ
さ
わ
観
光

親
善
大
使
を
務
め
て
お
り
、一
年

を
通
じ
多
く
の
観
光
客
を
お
迎
え
し
て
い

ま
す
。

　
藤
沢
駅
や
辻
堂
駅
周
辺
で
は
、デ
パ
ー

ト
や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
あ
り
、

商
業
も
盛
ん
で
す
。市
の
北
部
地
域
で
は
、

い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社
藤
沢
工
場
が
あ

り
、自
動
車
関
連
の
工
場
を
始
め
と
し
た

製
造
業
も
盛
ん
で
す
。ま
た
、意
外
と
思
わ

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、藤
沢
市
は
ワ

イ
ン
出
荷
量
が
日
本
一
な
の
で
す
。市
内
に

メ
ル
シ
ャ
ン
株
式
会
社
藤
沢
工
場
が
あ
る

か
ら
で
、リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
デ
イ
リ
ー
ワ
イ

ン
を
多
く
生
産
し
て
い
ま
す
。海
外
か
ら
輸

入
し
た
ワ
イ
ン
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
生
産
し

て
お
り
、藤
沢
マ
イ
ス
タ
ー
の
滝
沢
英
昭
氏

が
「
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
匠
」と
し
て
工
場

で
製
造
す
る
ワ
イ
ン
の
品
質
を
維
持
し
て

い
ま
す
。葡
萄
繋
が
り
で
藤
沢
市
発
祥
の

「
藤
稔
」
と
い
う
葡
萄
が
あ
り
ま
す
。

1
9
8
5（
昭
和
60
）年
に
品
種
登
録
さ
れ
、

粒
は
大
粒
で
巨
峰
よ
り
糖
度
が
高
く
、味

も
良
好
で
贈
答
品
と
し
て
も
人
気
が
あ

り
、梨
と
共
に
藤
沢
市
を
代
表
す
る
生
産

物
で
す
。

　
藤
沢
市
内
に
は
、慶
応
大
、多
摩
大
、日

大
、湘
南
工
科
大
の
４
大
学
が
あ
り
、鉄
道

は
、Ｊ
Ｒ
、小
田
急
、相
鉄
、横
浜
市
営
地
下

鉄
、江
ノ
電
、湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
が
乗
り
入
れ

て
お
り
、教
育
環
境
や
交
通
の
便
が
良
く
、

自
然
も
豊
か
で
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
来
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
等
は
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
が
、落
ち
着
い
た
ら
是
非
藤

沢
市
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

さ
し
は
た
・ひ
ろ
し

◎
事
務
局
長　

1
9
8
7（
昭
和
62
）年 

応
化
卒

関東三大イルミネーションのひとつ「江の島イルミネーション」

天然藍染料の「阿波藍」（すくも）
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表紙絵の渡邊さんの作品が「優秀賞」

大好きな歌舞伎座で夫と記念撮影

神
奈
川
大
学
と
一
般
社
団
法
人
横
浜
み
な
と
み
ら
い
21

は
、包
括
連
携
協
定
の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。そ
の

様
子
を
報
じ
た
地
方
紙
神
奈
川
新
聞
の
記
事
を
紹
介

し
ま
す
。

神奈川新聞2021年７月１日付記事

公
益
財
団
法
人
日
本

美
術
協
会
、上
野

の
森
美
術
館
、フ
ジ
サ
ン

ケ
イ
グ
ル
ー
プ
主
催
の

「
第
34
回
上
野
の
森
美
術

館
︱
日
本
の
自
然
を
描
く

展
」で
、宮
陵
会
の
会
報
や

会
誌
の
表
紙
絵
を
描
く
渡

邊
恵
子
さ
ん
（
1
9
7
7

年
法
律
卒
）の
出
品
し
た
作

品
（
﹃
宮
陵
70
号
﹄表
紙

絵
シ
リ
ー
ズ
）が
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
展
は
美
術
の
啓
蒙
、

普
及
を
目
的
と
し
た
公

募
展
。絵
を
描
く
こ

と
を
職
業
と
し
て
い

る
人
や
趣
味
で
描
い

て
い
る
人
た
ち
を
区

別
す
る
こ
と
な
く
、

絵
を
描
く
こ
と
が
好

き
で
あ
る
、楽
し
い

と
思
っ
て
い
る
人
た

ち
が
気
軽
に
参
加
で

き
、自
分
の
作
品
の

発
表
の
場
と
な
る
よ

う
な
展
覧
会
を
目
指

す
も
の
で
、今
回
の

応
募
総
数
は
2
、

6
1
9
点
、
入
選
は

1
、8
5
9
点
と
い
う
。

　
受
賞
し
た
渡
邊
さ
ん
は

「
昨
年
9
月
の
二
科
展
が

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な

り
、
家
で
描
く
時
間
が

た
っ
ぷ
り
取
れ
た
の
で
、

絵
画
研
究
に
あ
て
ま
し

た
。自
由
画
部
門
で
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を

い
た
だ
き
望
外
の
幸
せ
で

す
。こ
れ
か
ら
も
精
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
」と
喜

び
を
語
っ
て
い
る
。

　
な
お
、展
覧
会
は
上
野

の
森
美
術
館
で
8
月
14

日
（
土
）
～
23
日
（
月
）、

巡
回
展
は
仙
台
展
（
せ
ん

だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
、

仙
台
市
青
葉
区
）で
8
月

28
日
（
土
）～
９
月
１
日

（
水
）、西
日
本
展
（
原
田

の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、神
戸

市
灘
区
）
で
9
月
23
日

（
木
）～
26
日
（
日
）に
開

か
れ
る
。
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ご
協
力
の
御
礼

神
奈
川
大
学

経
営
政
策
部
経
営
政
策
課

　
2
0
2
0
年
12
月
発
行
の
宮
陵

会
報
第
1
1
1
号
で
ご
案
内
い
た

し
ま
し
た
「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
等

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」に
ご
協
力
い

た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
多
く
の
卒
業
生
の
皆
様
か
ら
貴

重
な
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

90
％
以
上
が
「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

に
興
味
、関
心
が
あ
る
」と
ご
回
答

い
た
だ
く
な
ど
有
益
な
結
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
は
、

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
ご
意
見
を
参

考
に
、本
学
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
等

の
充
実
を
図
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
本
学
の
教
育
、

研
究
活
動
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

経
営
政
策
課

0
4
5
︲
4
8
1
︲
5
6
6
1
へ
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
塾

起
業
を
目
指
す
方
・
事
業
創
発
に
興
味
が
あ
る
方
向
け

み
な
と
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
学
生
・
高
校
生
向
け

　
日
本
を
代
表
す
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
（
事
業

家
・
起
業
家
）他
17
名
か
ら
、成
功
に
裏
付
け
ら

れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、事
業
戦
略
、財
務
戦
略
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
等
を
学
び
、登

壇
者
に
よ
る
メ
ン
タ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
事

業
創
発
を
行
う
実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。組
織

を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、横
浜
か
ら

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
ま
す
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
の
た
め
に
必
須
の
経
営
資

源
は
「
ヒ
ト
」で
す
。近
年
の
M
B
A
教
育
で
は
、「
知

識
」「
経
験
」「
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
総
合
的
に
取

得
さ
せ
る
人
材
教
育
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。本

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、日
本
経
済
の
底
上
げ
に
貢
献
す

る
人
材
の
輩
出
を
目
指
し
ま
す
。

日
　
時
　
2
0
2
1
年
9
月
15
日（
水
）～

2
0
2
2
年
3
月
16
日（
水
）

期
間
の
全
9
回（
日
程
の
詳
細
は
左
記
Ｑ
Ｒコー
ド
か
ら
）

会
　
場
　
神
奈
川
大
学
　
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス

受
講
料
　
一
　  

般
９
５
、０
０
０
円（
税
込
）

卒
業
生
８
５
、０
０
０
円（
税
込
）

共
　
催  

一
般
社
団
法
人
横
浜
み
な
と
み
ら
い
21

横
浜
未
来
機
構

塾
　
長
　
神
奈
川
大
学
長
　
兼
子
　
良
夫

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
　
神
戸
大
学
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

教
授
　
尾
崎
　
弘
之
　
氏

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
新
た
な
未
来
の
創
造
に

興
味
あ
る
中
学
生
・
高
校
生
向
け
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
世
界
最
先
端
の
ビ
ジ
ネ
ス
フ

レ
ー
ム
を
用
い
、同
じ
情
熱
を
持
っ
た
仲み

な間
と
共

に
、身
近
に
感
じ
る
社
会
課
題
の
解
決
を
通
じ
た

新
た
な
未み
ら
い来
を
創
造
し
ま
す
。優
秀
チ
ー
ム
は
、

株
式
会
社
教
育
と
探
求
社
が
主
催
す
る
全
国
大

会
「
ク
エ
ス
ト
カ
ッ
プ
2
0
2
2
起
業
家
部
門
ス

モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
」へ
出
場
し
ま
す
。

　
ま
た
、み
な
と
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

大
学
入
試
や
社
会
で
求
め
ら
れ
る
思
考
力
・
基

礎
力
・
実
践
力
で
構
成
さ
れ
る
「
21
世
紀
型
能

力
」を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す
。

日
　
時
　
D
a
y
1 

11
月
27
日（
土
）14
時
～
18
時

D
a
y
2 

11
月
28
日（
日
）9
時
～
17
時

会
　
場
　
神
奈
川
大
学
　
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス

受
講
料
　
一　

 　
　
　

  

般  

１
２
、０
０
０
円（
税
込
）

卒
業
生
の
お
子
様  

１
０
、０
０
０
円（
税
込
）

※
卒
業
生
の
お
子
様
が
お
申
し
込
み
さ
れ
る
場

合
に
は
、お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

T
E
L  

0
4
5
-
6
8
2
-
5
5
5
3

（
K
U
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
）

共
　
催  

株
式
会
社
教
育
と
探
求
社

2021年度秋、新たな神奈川大学のイノベーションプログラムが始まります
大学からのお知らせ

※
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
塾
、み
な
と
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

　私は昨年、愛媛大学の先生の紹介で内子町に行き、
愛媛県立内子高等学校小田分校の先生や地域起こし協力隊の方々とも交流して、
私が講師で実施した地域おこしのワークショプには分校の生徒さんも参加されました。
残念ながらコロナの為に、今は出張できずに残念です。
そこで、『宮陵会報』紙面をお借りして山村留学の紹介をさせていただきます。

愛媛県内子町での山村留学（高校）の勧め
神奈川大学工学部経営工学科教授　 久宗　周二

愛媛県内子町での山村留学（高校）の勧め
神奈川大学工学部経営工学科教授　 久宗　周二
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愛媛県内子町での山村留学（高校）の勧め
神奈川大学工学部経営工学科教授　 久宗　周二

神
奈
川
大
学
創
設
者
・
米
田
吉
盛
先
生
の
故
郷
で

あ
る
愛
媛
県
喜
多
郡
内
子
町
に
は
、愛
媛
県
立

内
子
高
等
学
校
と
愛
媛
県
立
内
子
高
等
学
校
小
田
分

校
の
2
つ
の
高
校
が
あ
り
ま
す
。こ
の
２
つ
の
高
校
に

も
少
子
化
の
波
は
押
し
寄
せ
て
お
り
、特
に
小
田
分
校

に
お
い
て
は
、今
年
度
の
生
徒
数
が
59
人
と
募
集
停
止

の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

小
田
分
校
で
は
、こ
の
危
機
か
ら
脱
し
よ
う
と
、数

年
前
か
ら
高
校
魅
力
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。そ
の
一
環
と
し
て
、全
国
の
大
学
生
・
社
会
人
や
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
の
遠
隔
授
業
、生
徒
に
よ
る
商
品
開

発
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
、3
年
間
を
通
し
て
行
う
起
業
家

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、寮

の
整
備
や
広
報
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、そ
の
結
果
、今
年
度
の
入
学
者
数
は
近
年
の
約

1
.
5
倍
に
増
え
、26
人
も
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、全
国
か
ら
も
生
徒
を
受
け
入
れ

て
お
り
、今
年
度
は
神
奈
川
県
も
含
め
、全
国
各
地
か
ら

7
人
の
県
外
生
が
入
学
い
た
し
ま
し
た
。

自
然
に
囲
ま
れ
た
立
地
だ
か
ら
で
き
る
経
験
も
多

く
、夏
に
は
川
遊
び
、冬
に
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教

室
も
あ
り
ま
す
。地
域
の
方
と
の
関
わ
り
も
深
く
、高
校

生
の
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
実
現
さ
せ
て
く
れ
る
環
境

で
す
。小
さ
な
学
校
で
す
が
、幅
広
い
進
路
に
対
応
し
て

お
り
、就
職
か
ら
国
公
立
大
学
進
学
希
望
ま
で
ほ
ぼ
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
進
路
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

自
然
の
な
か
で
学
び
た
い
、小
規
模
校
で
新
し
い

学
校
生
活
を
楽
し
み
た
い
な
ど
の
希
望
が
あ
る

ご
子
弟
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、小
田
分
校
を
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
お
考
え
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。き
っ
と
か
け
が
え
の
な
い
3
年
間
を
過
ご
せ

る
は
ず
で
す
。

　内子町では小田分校存続のため、教育魅力
化コーディネーターの配置や生徒の通学補助、

県外生徒募集活動の経費補助、小田寮の魅力化、外部講師
として役場職員が授業に関わるなど様々な支援を行っていま
す。今年度は県外から７名入学するなど、教育魅力化事業の
成果が着実に表れており、分校存続に向けて地域住民の期
待も高まっています。町においても引き続き支援をしてまいり
ます。自然と伝統の調和する内子町に、そして笑顔溢れる小田
分校に、ぜひ一度お越しください。みなさんのお越しを心より
お待ちしております。

　小田分校は全校生徒数59人ととても小規
模の学校ですが、生徒たちはとても元気で明る

く、その行動力には日々驚かされます。そして、全国から多様な
文化や価値観を持つ生徒が集まるようになったことで、新し
いことに挑戦する意欲や、学校全体の活気がよりいっそう増
しています。小田分校では、教員はもちろん、地域のみなさまと
一緒に、生徒一人ひとりを見つめ、大切に育んでいきます。小
田分校に一度足をお運びください。生徒たちの大きな挨拶と
はじける笑顔が、きっとすべてを物語ってくれるはずです。

内子町長  小野植 正久

愛媛県立内子高等学校小田分校校長
藤本　昭二

▶ 内子高校小田分校のHP
　https://oda-h.esnet.ed.jp/main-contents

元気いっぱい、和気あいあいの県立内子高校小田分校の高校生たち冬のスノーボード教室

メッセージ

◇問い合わせ先　愛媛県立内子高校小田分校
　〒791-3502　愛媛県喜多郡内子町寺村978 番地
　電　　話 0892-52-2042
　ファクス 0892-52-4020
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輩
の
女
性
と
結
婚
し
、二
児
を
も
う
け

て
子
育
て
に
は
げ
ん
で
い
る
。こ
う
し

て
３
代
続
け
て
神
奈
川
大
学
卒
業
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
宮
面
ヶ
丘
の
図
書
館
か
ら
見
た
夕

刻
の
街
。今
は
な
い
が
、坂
を
く
だ
っ
て

書
店
の
厳
松
堂
や
市
電
で
通
っ
た
六
角

橋
駅
。そ
し
て
２
０
２
１
（
令
和
３
）年

か
ら
「
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」。

神
奈
川
大
学
は
こ
れ
か
ら
の
大
学
。Ｏ

Ｂ
で
あ
り
な
が
ら
「
神
大
」で
多
く
を

学
び
、考
え
、多
く
の
友
人
を
得
、青
春

を
謳
歌
で
き
る
こ
と
を
う
ら
や
ま
し

く
思
う
。

校
の
樺
島
輝
夫
氏
と
の
死
出
の
写
真
も

残
っ
て
い
る
。戦
後
父
は
体
調
を
く
ず

し
、世
に
出
そ
び
れ
た
が
、戦
友
会
の
報

導
班
と
し
て
陰
の
勤
め
を
う
れ
し
そ
う

に
こ
な
し
て
い
た
。

　
か
く
言
う
私
は
昭
和
46
年
、貿
易
学

科
を
卒
業
し
ゼ
ミ
の
大
熊
信
行
教
授
の

薦
め
で
出
版
界
、メ
デ
ィ
ア
へ
進
む
道

も
あ
っ
た
が
、初
心
で
電
機
メ
ー
カ
ー

に
勤
務
。営
業
、生
産
、企
画
等
終
始
海

外
畑
で
活
躍
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。大
学

在
学
中
は
、ゴ
ル
フ
部
に
席
を
置
い
て
い

た
の
で
、学
園
紛
争
の
中
、設
立
10
周
年

の
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
体
育
会
ゴ
ル
フ
部

に
昇
格
。レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
り
、関
東
学

生
連
盟
の
リ
ー
グ
戦
等
に
出
場
し
た
。

時
代
的
に
、首
相
の
訪
米
阻
止
、同
級
生

の
三
島
由
紀
夫
の
自
衛
隊
市
ヶ
谷
突
入

事
件
、ア
ポ
ロ
の
月
着
陸
、大
阪
万
博
な

ど
、波
乱
、激
動
の
４
年
間
だ
っ
た
。

　
社
会
に
出
て
し
ば
ら
く
し
て
家
族
を

伴
い
北
米
の
シ
カ
ゴ
に
転
勤
。日
本
商

工
会
議
所
シ
カ
ゴ
の
ス
ポ
ー
ツ
ゴ
ル
フ

欄
に
は
度
々
氏
名
を
載
せ
て
い
た
だ
い

た
。そ
し
て
、１
９
８
９
（
平
成
元
）年
の

天
安
門
事
件
や
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
の

頃
に
帰
国
。今
度
は
海
外
生
産
の
担
当

と
な
り
、台
湾
、香
港
、中
国
、マ
レ
ー
シ

ア
に
赴
任
。そ
ん
な
ゴ
タ
ゴ
タ
の
中
、息

子
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
枠
で
、神
奈
川
大

学
中
高
等
学
校
に
入
学
。頑
張
っ
て
神

奈
川
大
学
工
学
部
に
進
学
。現
在
は
後

投稿投稿
　
２
０
１
１
（
平
成
23
）年
、89
歳
で
他

界
し
た
父
・
長
房
両
作
は
、横
専
在
学

中
の
１
９
４
３
（
昭
和
18
）年
、学
徒
出

陣
で
召
集
さ
れ
、日
本
海
軍
航
空
隊
の

特
攻
要
員
と
な
り
、広
島
の
大
竹
や
鹿

児
島
の
出
水
、土
浦
、宇
佐
、そ
し
て
北

朝
鮮
の
元
山
と
赴
任
し
た
。そ
の
様
子

は
、故
阿
川
弘
之
氏
の
文
壇
へ
の
出
世

作
と
な
っ
た
「
雲
の
墓
標
」の
中
で
、主

人
公
の
戦
友
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

生
前
、戦
友
会
で
阿
川
氏
に
お
会
い
し
、

書
籍
に
サ
イ
ン
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

元
山
航
空
隊
在
任
中
の
親
し
く
し
て
い

た
だ
い
た
戦
友
の
集
合
写
真
に
は
、戦

後
、毎
日
新
聞
の
社
長
に
な
ら
れ
た
児

玉
治
利
氏
、昭
和
35
年
に
浜
松
基
地
に

空
中
機
動
研
究
班
と
し
て
誕
生
し
た
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
折
田
英
世
氏
、昭

和
30
年
代
の
甲
子
園
の
常
連
・
小
倉
高

神
奈
川
大
学
三
代
記

神
奈
川
県　

長
房　

健（
73
歳
）

１
９
７
１（
昭
和
46
）年 

貿
易
学
科
卒

　
も
う
90
歳
も
目
の
前
で
元
気
の
あ
る

内
に
と
思
い
筆
を
執
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
入
学
し
た
当
時
は
女
子
学

生
は
お
ら
ず
、ま
だ
横
専
が
尾
を
引
い

て
い
る
校
風
で
し
た
。入
学
後
、体
育
授

業
の
た
め
に
箱
根
登
山
が
組
ま
れ
参
加

し
ま
し
た
。教
官
が
「
君
た
ち
は
恵
ま

れ
て
い
る
ぞ
。戦
中
は
銃
を
担
ぎ
背
嚢

を
背
に
ゲ
ー
ト
ル
巻
い
て
神
社
ま
で
行

軍
し
た
も
の
だ
。そ
れ
か
ら
見
る
と
楽

な
も
の
だ
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
時
に
組
ん
だ
友
が
室
井
君
。二

人
で
「
腹
が
へ
っ
た
」と
い
い
な
が
ら

も
歩
き
始
め
、近
道
を
探
し
た
り
し
な

が
ら
、と
う
と
う
水
も
飲
ま
ず
に
辿
り

着
き
ま
し
た
。し
か
し
、休
む
ま
も
な
く

折
り
返
す
あ
わ
た
だ
し
さ
で
、教
官
が

軍
事
教
練
の
将
校
に
見
え
ま
し
た
。当

時
は
現
在
の
箱
根
路
と
同
じ
道
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
の
砂
利
道
。車
も
ほ
と
ん

ど
通
ら
ず
、
旅
館
街
も
静
か
で
淋
し

か
っ
た
。あ
の
時
代
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
の

尊
い
経
験
で
、今
は
感
謝
で
す
。

　
室
井
君
と
は
2
人
一
組
で
す
る
実
習

旋
盤
鍛
錬
を
は
じ
め
、休
日
に
伊
勢
佐

木
町
の
映
画
館
や
羽
田
飛
行
場
な
ど
を

一
緒
に
行
っ
た
想
い
出
が
た
く
さ
ん
あ

投稿投稿

ふ
り
む
け
ば

千
葉
県　

山
本　

善
太（
89
歳
）

１
９
５
６（
昭
和
31
）年

機
械
工
学
専
修
課
程
卒

多
く
の
卒
業
生
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原稿を募集中
（詳細は16 頁） 卒

業
生
の

声



15

　
私
は
、こ
の
度
、自
費
に
て
﹃
小
説
信

金
破
綻
﹄を
上
梓
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
25
年
間
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た

西
相
信
用
金
庫
が
2
0
0
0
（
平
成

12
）年
1
月
28
日
、経
営
破
綻
し
、同
年

11
月
13
日
、さ
が
み
信
用
金
庫
に
事
業

を
譲
渡
し
解
散
し
ま
し
た
。事
業
譲
渡

ま
で
の
10
ヵ
月
間
、職
員
た
ち
は
、言
い

知
れ
ぬ
不
安
と
戦
い
な
が
ら
日
常
業
務

と
解
散
実
務
を
並
行
し
、事
業
譲
渡
を

完
遂
し
ま
し
た
。融
資
顧
客
も
事
業
譲

渡
先
信
用
金
庫
に
移
れ
る
の
か
不
安
で

一
杯
で
し
た
。４
割
の
お
客
様
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ

整
理
回
収
機
構
（
金
融
機
関
の
不
良
債

権
を
整
理
・
回
収
す
る
株
式
会
社
）へ

移
管
さ
れ
、そ
れ
か
ら
は
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

　
私
は
当
時
、人
事
課
長
を
拝
命
し
て

お
り
ま
し
た
。経
営
破
綻
の
発
表
後
、職

員
の
気
持
ち
を
考
え
地
元
企
業
の
求
人

を
い
た
だ
く
た
め
に
金
庫
内
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
作
り
ま
し
た
。求
人
情
報
を

収
集
す
る
た
め
に
、地
元
企
業
に
手
紙

を
書
き
、訪
問
を
繰
り
返
し
た
の
で
す
。

お
陰
様
で
1
0
0
社
以
上
の
企
業
か
ら

ラ
ミ
ン
グ
、オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
、情
報
処
理
分
野
を
改
め
て
学
習
。そ

の
後
、
情
報
通
信
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
、簿
記
、財
務
会
計
、会
計
シ
ス
テ

ム
（
E
R
P
）、ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ

ン
グ
、経
営
戦
略
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等

の
分
野
を
社
内
外
で
経
験
。初
級
シ
ス

テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
試
験
（
現

在
の
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
）の
通
信

教
育
で
は
、指
導
員
を
経
験
（
赤
ペ
ン

先
生
）。

　
揺
れ
動
い
た
人
生
。教
員
に
は
な
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、Ｉ
Ｔ
分
野
で
教
育

の
機
会
に
遭
遇
。人
生
は
面
白
い
。挫
折

を
乗
り
越
え
、今
日
を
迎
え
ま
し
た
。家

族
や
出
会
っ
た
多
く
の
皆
様
の
お
か
げ

で
す
。学
び
の
ベ
ー
ス
は
神
大
の
多
様

な
学
習
環
境
で
す
。疋
田
ゼ
ミ
の
自
由

な
学
習
ス
タ
イ
ル
。こ
れ
も
そ
の
中
の
一

つ
で
す
。興
味
の
あ
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

れ
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
E
n
d
u
r
a
n
c
e 

m
a
k
e
s 

y
o
u 

s
t
r
o
n
g
e
r
.

（
継
続
は
力
な
り
）

れ
な
い
程
の
立
派
な
学
校
に
な
り
「
本

当
に
私
の
学
ん
だ
学
校
な
の
か
」
と

び
っ
く
り
で
す
。も
っ
と
も
っ
と
発
展

す
る
の
を
見
と
ど
け
る
ま
で
元
気
で
い

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｔ
企
業
に
転
職
し
お
よ
そ
35
年
。

定
年
を
迎
え
ま
す
。当
初
に
目
指
し
た

道
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、私
の
道
を
歩
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　
入
学
当
初
は
教
員
志
望
。一
転
し
て

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
就
職
。実

社
会
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
、未
経
験
分
野
に

よ
る
苦
悩
。６
カ
月
で
リ
タ
イ
ア
。教
員

志
望
に
思
い
を
馳
せ
、異
業
種
に
身
を

投
じ
ま
し
た
。再
度
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ

２
度
目
の
リ
タ
イ
ア
。夢
破
れ
、リ
タ
イ

ア
の
連
鎖
に
…
。

　
卒
業
の
２
年
半
後
に
転
機
を
迎
え
ま

し
た
。再
度
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目

指
し
、苦
悩
す
る
日
々
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
基
礎
、流
れ
図
、プ
ロ
グ

り
ま
す
。卒
業
以
来
、手
紙
と
電
話
で
元

気
を
確
か
め
合
っ
て
い
た
が
、今
年
は

賀
状
が
届
か
な
か
っ
た
。「
具
合
で
も
悪

い
の
で
は
」と
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

奥
様
か
ら
「
昨
年
の
暮
れ
に
亡
く
な
っ

た
」と
の
知
ら
せ
。も
う
話
し
相
手
が
な

く
淋
し
い
限
り
で
す
。

　
学
生
時
代
は
、外
食
券
や
パ
ン
券
、米

の
配
給
等
が
少
し
ず
つ
ゆ
る
や
か
に

な
っ
た
頃
で
し
た
。学
食
の
ラ
ー
メ
ン

が
30
円
。甘
食
（
コ
ッ
ペ
）パ
ン
10
円
で
、

ジ
ャ
ム
を
塗
る
と
さ
ら
に
10
円
。「
そ
の

ジ
ャ
ム
を
も
っ
と
パ
ン
の
す
み
ま
で

塗
っ
て
く
れ
」と
お
じ
さ
ん
の
顔
を
覗

き
込
む
ほ
ど
。仕
送
り
も
な
く
自
分
で

生
活
費
と
学
費
を
稼
が
な
く
て
は
な
ら

ず
、さ
ら
に
家
に
も
仕
送
り
し
な
く
て

は
な
ら
ず
、ア
ル
バ
イ
ト
漬
け
の
毎
日
。

当
然
、成
績
は
悪
か
っ
た
。で
も
単
位
は

も
ら
え
た
し
、卒
業
も
さ
せ
て
も
ら
え

て
今
は
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
あ
る
時
、室
井
君
が
突
然
「
ヨ
ッ
ト
部

造
り
た
い
」と
言
っ
た
。「
ヨ
ッ
ト
な
ん

か
金
持
ち
の
贅
沢
な
遊
び
、高
値
の
花

だ
」と
相
手
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の

度
送
ら
れ
て
き
た
﹃
宮
陵
70
号
﹄に
は
、

江
の
島
近
く
に
合
宿
所
が
設
立
さ
れ
た

こ
と
や
全
日
本
４
７
０
級
ヨ
ッ
ト
選
手

権
大
会
に
2
艇
出
場
を
果
た
せ
た
記

事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
室
井
君
が

知
っ
た
ら
ど
ん
な
に
喜
ん
だ
こ
と
か
。

　
戦
禍
で
焼
け
残
っ
た
校
舎
が
考
え
ら

投稿投稿

自
分
探
し
の
旅

　

今
も
継
続
中

神
奈
川
県   

山
口   

寛
之
（
59
歳
）

１
９
８
４（
昭
和
59
）年
英
語
英
文
学
科
卒

投稿投稿

『
小
説
信
金
破
綻
』

（
前
、後
編
）
を
自
費
出
版

神
奈
川
県　

鍋
島　
一博
（
67
歳
）

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

江
坂  

遼
）

１
９
７
６（
昭
和
51
）
年 

法
律
学
科
卒
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求
人
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
求
人
が
来
る
た
び
に
、各
支
店
に
求

人
情
報
を
配
布
し
、応
募
す
る
よ
う
職

員
に
促
し
ま
し
た
。求
人
情
報
に
希
望

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
か
ら

で
す
。

　
西
相
信
用
金
庫
の
経
営
破
綻
で
、職

員
、お
客
様
、そ
の
ご
家
族
は
不
安
と
戦

い
な
が
ら
事
業
譲
渡
の
日
を
迎
え
ま
し

た
。職
員
は
10
ヵ
月
に
亘
る
解
散
実
務

を
こ
な
し
な
が
ら
、日
常
業
務
も
滞
り

な
く
対
応
し
た
の
で
す
。こ
の
間
、お
客

様
か
ら
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
現
実
に
起

き
た
出
来
事
を
、私
は
架
空
の
小
説
に

著
し
ま
し
た
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
、こ
の
小
説

を
通
し
て
、ど
の
よ
う
な
物
語
が
現
実

に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
か
、こ
れ
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
当
事
者
た
ち
が
努
力

し
て
い
た
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
う
も
の
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先（
株
）ア
イ
フ
ァ
ー
ス
ト

　
代
表
取
締
役
　
鍋
島
一
博

　
電
話
0
4
6
5
-6
2
-0
0
0
7

投稿投稿

男
の
料
理

和
歌
山
県　

岡
村　
光
惟（
84
歳
）

１
９
６
１
（
昭
和
36
）年 

法
律
学
科
卒

　
家
内
と
二
人
の
生
活
で
す
。一
か
月

前
、台
所
に
立
っ
て
い
る
私
は
チ
ョ
ッ
ト

派
手
目
模
様
の
エ
プ
ロ
ン
を
貰
っ
た
。こ

れ
ま
で
付
け
た
こ
と
が
な
い
の
で
少
し

恥
ず
か
し
か
っ
た
が
…
。慣
れ
る
と
水

飛
沫
と
か
、濡
れ
た
手
拭
き
に
と
て
も

便
利
で
嬉
し
い
。

　
昨
年
、病
気
を
知
ら
な
い
家
内
が
突

然
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。困
っ
た

の
が
私
で
す
。学
生
時
代
は
六
角
橋
の

下
宿
で
自
炊
し
た
と
は
い
え
、卒
業
以

来
五
十
数
年
も
台
所
に
立
っ
た
こ
と
が

な
い
。家
内
も
入
院
中
、私
の
食
事
（
買

い
物
、料
理
）や
洗
濯
、風
呂
な
ど
が
心

配
の
よ
う
で
す
。鍋
、釜
、食
器
、調
味
料

な
ど
の
置
き
場
所
か
ら
調
理
器
（
Ｉ

Ｈ
）、電
子
レ
ン
ジ
の
使
い
方
、料
理
中

の
換
気
扇
使
用
と
電
源
の
切
り
忘
れ
な

ど
、一
度
や
二
度
聞
い
て
も
す
ぐ
忘
れ

て
し
ま
う
。シ
ャ
ツ
や
パ
ン
ツ
な
ど
も

ど
こ
に
置
い
て
あ
る
の
か
も
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　
入
院
前
の
特
訓
で
料
理
を
始
め
る

と
、学
生
の
時
、下
宿
の
周
辺
が
野
菜
畑

だ
っ
た
の
で
、農
家
の
方
が
キ
ャ
ベ
ツ
や

白
菜
、ほ
う
れ
ん
草
な
ど
出
荷
後
、廃
棄

処
分
前
の
野
菜
を
貰
っ
て
は
何
日
も
食

べ
た
貧
乏
学
生
の
頃
を
思
い
出
し
た
。

　
日
頃
、二
人
の
息
子
の
家
庭
は
現
代

子
ら
し
く
男
料
理
人
で
活
躍
し
て
楽
し

ん
で
い
る
の
を
見
て
、「
男
が
⋮
台
所

に
」っ
と
、ぼ
や
い
て
い
た
私
で
す
。時

代
の
流
れ
が
正
し
い
事
を
教
え
て
く
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
の

亭
主
関
白
を
反
省
し
、毎
日
食
器
洗
い

な
ど
も
手
伝
い
つ
つ
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
料
理
つ
く
り
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

「
オ
ー
イ
、ご
飯
出
来
た
よ
」。

原 稿 を 募 集 し て い ま す
『宮陵会報』（No.113号）へのご投稿をお待ちしています。

▽発行 2021（令和3）年12 月中旬
▽体裁 A4 判、12 ページ（予定）
▽部数 110,000 部
▽600 字程度、テーマは自由。郵便番号、住所、氏名、年齢、神大卒業年・学科、連絡先〈メールアドレス・
　電話番号（携帯）〉を明記
▽締め切り 2021（令和3）年10 月26 日（火）。掲載分には記念品をお贈りします。原稿は一部手直しする場

合があります。
▽〒221 ︲0802 横浜市神奈川区六角橋３－２７－１、宮陵会本部「宮陵会報113 号」係。郵送またはメール
　（kyuryou- j imu@kanagawa-u .ac . jp）で。

神奈川大学宮陵会　広報委員会




